




















































































































































































































































分類群 科名 種名 入手環境
双子葉類
（真正双子葉類）
タデ科 イヌタデ　Persicaria longiseta 野生
ヒユ科 ヒナタイノコヅチ　Achyranthes bidentata var. fauriei 野生
ツリフネソウ科 ホウセンカ　Impatiens balsamina 栽培
シソ科 イヌハッカ　Nepeta cataria 植栽（栽培）
キク科






ツユクサ科 ツユクサ　Commelina communis 野生








































































































































2 – – – –
4 – – – A?









2 A C C C
4 – – – C









2 B B C C
4 – – – C










1 A A A B
1.5 A A A A










2 A B B C
4 – – – C
24 – B – –




1 A C C – ・  キク科に共通する特徴として，維管束が大きいことから，どこが観察すべき部分であるのかを認
識しやすい。
・  今回は 10月に観察を行ったことから，活発な成長シーズンを過ぎており，蒸散量は高くなかっ
たと考えられる。春から夏にかけての成長が盛んな時期の試料では，もっと短時間で染色できる
可能性がある。
2 A C B C
4 – – – B
24 – A – –
オオアレチノギク
10月（根） 24 – B? – –












・  添え字 Rは，根ごと掘り上げてその日のうちに染色液に挿したもの。
・  生育が旺盛な多年生植物で，塊茎で越冬して毎年地上部を展開する。花壇や圃場の一角に植えて
おけば毎年活用できる。殖えすぎるので，間引き管理が必要。
1 C2 B0 B1 C1
1.5 A2 C1 C1 C1
2 A0 B1 C1 C1
25 – AR – –
26 – – AR AR









2 B B C C
4 – – – C




1 C C C – ・  茎を切ると粘性のある液が大量に出てくるために，維管束内の色素が切り口で滲んでしまい，維
管束部位の染め分け結果が非常に確認しにくかった。




2 C B B C
4 – – – C









2 B B C C
4 – – – C
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Application of familiar plants to the unit of “water-conducting tissue in land plants” and development of material for biological education 
using a lineal drawing
Toru NISHIZAWA, Miyuki OHNO, Masae HAYASHI, and Toshio OHYAMA
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